
み ち し る べみ ち し る べ

組 合 員 

国保種類 都 内 都 外 

法人Ａ種 36,050 円（＋1,600 円） 38,350 円（＋1,400 円） 

法人Ｂ種 33,450 円（＋1,100 円） 35,750 円（＋900 円） 

法人Ｃ種 29,250 円（＋1,100 円） 31,550 円（＋900 円） 

第１種 30,550 円（＋1,300 円） 32,850 円（＋1,100 円） 

第２種 24,850 円（＋1,100 円） 27,150 円（＋900 円） 

第３種 20,250 円（＋900 円） 22,550 円（＋700 円） 

第４種 20,250 円（＋900 円） 22,550 円（＋700 円） 

第５種 14,850 円（＋600 円） 17,150 円（＋400 円） 

第６種 11,150 円（変更なし） 12,350 円（変更なし） 

第７種  8,650 円（変更なし）  9,850 円（変更なし） 

家 族 

成人男性 11,700 円（変更なし） 一般 4,200 円（変更なし） 

高校生相当 3,800 円（変更なし） 中学生相当 3,800 円（変更なし） 

小学生相当 3,000 円（変更なし） 乳・幼児 1,800 円（変更なし） 

介護保険料（本人・家族） 4,200 円（＋500 円） 

国保入院共済 150 円（変更なし） 

( 1 ) ２０２４年２月１０日

発 行 所

東京土建一般労働組合三鷹武蔵野支部
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第１０７号

▼
元
日
に
は
能
登

半
島
地
震
、
そ
の

翌
日
に
は
羽
田
空

港
で
も
航
空
機
衝

突
事
故
が
あ
り
、

悲
惨
な
災
害
と
事

故
が
印
象
に
残
っ

た
令
和
６
年
の
始
ま
り
と
な
っ

た
。
▼
２
０
２
３
年
の
名
目
Ｇ
Ｄ

Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
で
日
本
は
ド

イ
ツ
に
抜
か
れ
世
界
第
４
位
に
転

落
し
た
。
１
位
は
ア
メ
リ
カ
、
２

位
は
中
国
だ
っ
た
。
か
つ
て
高
度

経
済
成
長
期
に
は
Ｇ
Ｎ
Ｐ
（
国
民

総
生
産
）
で
日
本
は
西
ド
イ
ツ
を

上
回
り
世
界
第
２
位
の
経
済
大
国

に
な
っ
た
。
一
方
で
労
働
生
産
性

は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
38
ヵ
国
中
31
位

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
諸
外
国
が
大

き
く
生
産
性
を
伸
ば
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
は
１
９
９

６
年
か
ら
ほ
と
ん
ど
増
え
て
い
な

い
た
め
で
あ
る
。
原
因
は
い
く
つ

か
あ
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）
の
遅
れ
や
非
効
率
な
や
り

取
り
で
必
要
性
が
定
か
で
な
い
対

面
主
義
が
幅
を
利
か
せ
て
い
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
▼
日
本
の
人

口
は
２
０
０
８
年
に
１
億
２
８
０

８
万
人
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
減
少
傾

向
に
あ
る
。
東
京
都
も
２
０
３
０

年
に
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
そ
う
だ
。

人
口
減
少
は
労
働
力
の
低
下
や
社

会
保
障
制
度
の
負
担
増
加
を
は
じ

め
、
経
済
と
社
会
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
。
一
方
で
介
護
ニ
ー
ズ

な
ど
は
増
加
す
る
た
め
新
た
な
支

援
体
制
が
必
要
で
あ
る
。
２
０
６

０
年
に
は
高
齢
者
１
人
を
現
役
世

代
１
人
で
支
え
る
「
肩
車
社
会
」

と
な
り
そ
う
だ
。
将
来
的
に
は
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
促
進
な
ど
多

角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。

【一人親方労災の更新・事業主特別加入の日額変更】

［日 時］

３月１３日（水）１４日（木）２６日（火）２７日（水）

時間は午前１０時～１１時３０分、午後１時～３時

［会 場]三鷹武蔵野支部会館

※対象の方は個別に案内をお送りします。

※日額変更がない方、賠償保険、上乗せ保険の更新がない方

はＦＡＸまたは郵送での手続きとなります。

㊟２０２４年度より、一人親方保険料の料率が変更となりま

す。18/1000から17/1000に変更され、日額5,000円の場合

で1,825円保険料が下がります。

１
月
20
日(

土)

、
吉
祥
寺
エ

ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急
に
て
新
春

旗
び
ら
き
を
開
催
、
組
合
員
・

来
賓
あ
わ
せ
て
１
３
３
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
島
村
委
員
長
か
ら

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
新
年
に

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で
被

災
さ
れ
た
方
へ
の
お
見
舞
い
が

述
べ
ら
れ
、
「
２
０
２
３
年
は

資
材
・
物

価
高
騰
に

苦
し
む
仲

間
に
寄
り

添
い
、
組

織
強
化
で

は
拡
大
月

間
の
目
標

達
成
を
は

じ
め
実
増

を
果
た
す

こ
と
が
で

き

ま

し

た
。
ま
た

土
建
国
保

の
補
助
金

獲
得
や
三

鷹
市
議
会
に
お
け
る
イ
ン
ボ
イ

ス
の
意
見
書
採
択
な
ど
、
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
・
奮
闘
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓
か
ら
は

昨
年
の
市
長
選
挙
で
当
選
さ
れ

た
小
美
濃
安
弘
新
市
長
か
ら
も

あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
「
私
も

市
議
に
な
る
前
は
建
設
業
界
に

お
り
ま
し
た
の
で
、
４
月
か
ら

の
働
き
方
改
革
な
ど
で
き
ち
ん

と
職
人
の
方
に
賃
金
が
反
映

さ
れ
て
い
く
よ
う
訴
え
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

今
回
の
旗
び
ら
き
で
は
各
分

会
で
後
継
者
世
代
か
ら
の
参
加

も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
深
大
寺

分
会
で
初
め
て
参
加
を
し
た
中

西
泉
さ
ん
は
「
分
会
か
ら
声
を

か
け
ら
れ
参
加
し
ま
し
た
が
楽

し
か
っ
た
で
す
」
と
感
想
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

竹
内
常
任
、
阿
部
常
任
の
ゴ

ー
ル
デ
ン
コ
ン
ビ(

？)

で
お
楽

し
み
抽
選
会
が
行
わ
れ
大
い
に

盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
最
後
は

渡
邊
書
記
長
か
ら
「
三
鷹
武
蔵

野
支
部
２
千
人
、
全
都
11
万
人

の
力
を
合
わ
せ
て
団
結
し
て
ガ

ン
バ
ロ
ウ
」
で
旗
び
ら
き
を
終

了
し
ま
し
た
。

【
社
会
保
障
対
策
部
発
】
「
要
請
ハ
ガ
キ
行
動
」

な
ど
、
組
合
員
や
家
族
の
皆
さ
ん
の
奮
闘
に
よ

り
、
東
京
都
補
助
・
国
庫
補
助
と
も
に
現
行
水
準

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
月
１
日
の
本
部
中
央
執
行
委
員
会
に
て
２
０

２
４
年
度
国
保
料
の
承
認
が
さ
れ
別
表
の
通
り
改

定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
（
２
月
27
日
の

国
保
組
合
会
に
て
最
終
決
定
と
な
り
ま
す
）
歳
出

が
歳
入
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
拡
大
し
て
い
る
た

め
、
一
世
帯
平
均
月
額
９
０
７
円
の
引
上
げ
、
40

歳
以
上
64
歳
ま
で
の
組
合
員
・
家
族
が
支
払
う
介

護
保
険
料
は
５
０
０
円
の
引
上
げ
と
な
り
ま
す
。

国
・
東
京
都
か
ら
の
補
助
金
は
現
行
水
準
が
確

保
で
き
ま
し
た
が
、
値
上
げ
の
背
景
に
は
、
後
期

高
齢
者
・
前
期
高
齢
者
へ
の
支
援
金
が
毎
年
急
激

に
増
加
、
高
額
薬
剤
な
ど
医
療
費
が
高
い
水
準
で

伸
び
て
い
る
な
ど
の
理
由
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

資
材
高
騰
な
ど
私
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
が
悪

化
し
て
い
る
中
で
の
値
上
げ
と
な
り
、
組
合
員
の

み
な
さ
ん
に
は
大
変
心
苦
し
い
内
容
と
な
り
ま
す

が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

土
建
国
保
の
保
険
料
・
介
護
保
険
料
は
３
月
納
入

（
４
月
分
）
か
ら
変
更
と
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

ご
自
宅
に
３
月
上
旬
ご
ろ
保
険
料
の
案
内
ハ
ガ
キ
が

届
き
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

１月１日に発生した能登半島地震では、２００人

を超える方が亡くなるなど甚大な被害を及ぼしまし

た。三鷹武蔵野支部では１月の機関会議を通じてい

ち早く募金活動に取り組み、１月末で集まった募金

総額は『３６６，２３２円』となりました。ご協力

をいただいた組合員・家族のみなさんに心から感謝

申し上げます。この募金は、全建総連を通じて全額

被災地支援に充てられます。

また、三鷹市・武蔵野市でもそれぞれ義援金に取

り組んでおり、支部では地域の労働組合として協力

していくために各３万円を支部予算からねん出し、

募金を届けていきます。

資材・物価高騰はいまだに深刻な状況で、特にガソ

リン価格は1リットルあたり店頭価格が１７５円を超

えており、私たちの仕事・暮らしにとって死活問題と

なっています。しかし政府はトリガー条項の凍結解除

といった私たち市民の要望に耳を傾けてはくれませ

ん。一方で小金井市など多くの自治体では独自の補助

制度を行い事業者支援を行っています。

そこで、三鷹市・武蔵野市でも燃料費等物価高騰に

対する事業者への独自の補助制度の創設を求めて、３

月議会に陳情を提出していきます。

多くの仲間の声が制度創設の後押し

となりますので、今月署名にも取り組

んでいきます。ぜひ多くのみなさんの

ご協力をお願いいたします。




